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療法の有用性について in vitro、in vivoで明確に示し、GBMに対する新たな治療方針を提唱したもの
である。その要旨は以下のとおりである。 






ること、開頭腫瘍摘出術＋TMZ＋術後放射線を併用しても生存中央値は 14 months、2-year survival rate 
は約 27 %であり新規治療が求められていること、を明らかにしている。著者はまた、GBMの遺伝子変異
に関する先行研究より、GBM の約 60〜80 % にテロメア逆転写酵素 Telomere reverse transcriptase 
(TERT)のプロモーター領域の変異が認められ、発現の亢進に関わるとともに、単一の遺伝子変異として
は GBMの中で最も高頻度であること、TERTには細胞分裂の際に短くなるテロメアの維持に働き腫瘍細胞











著者は、GBM 細胞株として U87MG, U251MG, U118MG, LN229と患者由来細胞株 SJ28を使用し、In vitro




























有用性について in vitro、in vivoで明確に示し、GBMに対する新たな治療方針を提唱したものである。
エリブリンのGBMに対する生物学的作用機序に関しては今後の更なる検討が必要であるが、本論文のGBM
の治療における意義は大きく、博士論文として極めて優れた内容を有している。 
平成 30年 1月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
